



















































重u kikα繊ka （聞くんだって） （t㌔〕〔t・）
重ja 鎚：tjar騒 （君ってやる） （tfa）〔t∫a）
tlu Qmo：£ju： （思っている） 〔重∫u）〔t’u〕
tj◎ hakai垣oku （はかせておく） 〔t∫o〕〔t∫o〕
d三 warad童 （わらち） 　マkd’i）
du s圭raNduku （知らずに） 　忽id登）〔du）
dla s㌃笈kidla 〈好きだ） 〔dJ　a〕
dl媛






























































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重二ino　 茎くoto　 biNbonilqno　 kot”o ‘uNto a】rakiga　 a（1一一
　　の　　　　子と　　．場之入の　　　　・　　子と　　　うんと　へだたりが　　．あっ
　　・・k・…al－t・・d・．・…m・t”・n…w・．・…．．se・・ざ・36）










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　圭rukini　i：　maqkoto　 keNdo　 korja　koko　 zju：一
　　いるから，　　　い一　実際　　　　　　　けれど　　　こりや　　　　ここ　　　二十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　neNm◎　sitara　do：　naruro：ne：　kedo　koremo
　　年も　　　　したら，　　　どう　　なるだろうね烹。　　　けれど　　これも
　　　　　　　　．　．　　．（i類
　　重aROSlmlze］◎
　　　楽しみだよ。　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　・　・』　：・、．
S．
高＝Fna鳶aikj・，enja：ika　i“ga
　　まあ　甦きを　しなければ．尉な1’カヤ
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Knaga呈k∫o　senja：（ikaN9　a）atera　mo：　i∫a　taザ
　　長生きを　　　　　しなければ　　（いけないが），　わたしなど　もう　いや。　　あき
　　　　　　　へ
　　ta　na霧alkImo　taqta　taqta　mo：
　　た。　長生きも　　　　　あきた，　　あきた。　　もう。
一39　一一・
注
1．　しばてん夜話
繊　（P．5〕　ate；atei　一人称。男女共用。高知市では若い人は・ほとんど使用し
　　ない。
（2｝〔p．5〕　sibateNは，ちびで1すもうがすき。入をみかけると，勝負をいどむe』相・’
　　手になった大の男も，例外なく手玉にとられる。語漂は「芝天狗」と書われる。田岡典夫氏
　　は「天狗の幼虫」と解罧している。
（3｝　〔p．5〕　匹・よいよ暑くなります。」というような共遍語的用注と異なる。　「ここは，い
　　よいよ暑い。」などのように，　「たいそう」・「ひじょうに」の意に使用される。
（41〔p．5〕　r、o：siという終助訥こは，多少相手を藤敬する気持がある。
（5｝〔p．5）　土佐の三牲にはhora　hora；horja；h◎rja　horjaなどが頻出する
　　傾向がある。相手の注意を引こうとする一種の強調現象か。
6
7
8
9
鐙
刀（12）
（131i
（14）
（15）
（i6｝
（17）
（18｝
（p．5）
（P・　6　S．，t
（p．6）
Cp．　6）
（p，6）
（p．　6）
高知漿吾川郡伊籔町
ほかに「鼻の穴j　hanap．◎　su
普通は猛眼：raiというところ。
omaNk：u　（あなたの家）などがある。
いわゆる「と抜け頚象」
oNslは「お主（ぬし）」から虫来すると言われる。男子が使用するが，相手
を軽べつしていう丁合などである。もっともごく親しい者嗣志が使用する場合は，かえって
親愛をあらわす語とも君貼る。
〔P．7）　普適tikutoが褒われるが，これはその強調形。
〔p．7）　／s／にしばしば／h／が対応する。
〔p．8〕　a：は厳密にはa君　高知甫およびその近傍で，6◎台以上の婦人が使用する。
感嘆詞。
〔p，8〕　土佐入が糎発する感嘆詞。tama：rukaとも。
〔p・8）　このbaraは，とげであろう。
〔p．9〕　kibaruは，共通語と形は同一であるが，意味がすこしずれ，「いばる」陳
らぶる」などの意。kiqtj◎ru　は，ほかにri　kimi　kiq　tj◎ruなどがある。「力む」
の強調形。
〔P．IO）　hosoiの強調形。
配トーkaq脇
一4e　一一
（19）
伽
伽
薦醒君i－kaqEi
露τ翫　一maq　Mt　a　i（弱い）
〔，P，12〕　～nika：raNは，土佐の代表的方言玉出。
a「ja　nekonika：raN（あれはどうも猫らしい。）「一tt
asuwa　do：mo　hurunika：raNzejo（あすはどうも降りそうだよ。）
〔P．12〕　om◎：taniとも。この方がむしろ多く使用される。
〔ゆ．16〕　高知帯の商店街。
　
　
勃
　
　
¢
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3
塁
⑫
の
ψ
ce5｝
（26）
27）
（28｝
鵬｝
（3e）
勧
土佐のオナゴのよもやま放談
〔p．19）　この次にSさんのかすかな声が聞こえる。omaNga　i：ja　（あなたが言いな）
であろう。
〔倉．20〕　第三潜の発言。障子をへだてて，誰かが答えている。中年の女性の声である。
〔P．20〕　竹の皮のぞうりの裏に皮を張り，鉄を打ったもの。この鉄でよくかかとのあたり
を打ち，傷をした体験を筆者も持っている。
〔P．21）　　ki：te；lci：ta；ki：tjoru　（着）
副：te；ni：ta；ni：t　．i　oru（似・煮）
〔p．22〕　「突きに突いたろう」とも訳せる。このmakuruは
kaki　II三akuru　　（書）
hukimakur鷺　　（吹）
nomimakuru　　（飲）
duk：imakuru　　（つく〔しかる））
などとproductiveである。これも一種の強調現象である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
〔P．24）　jo9◎rekala　ru　｝ま，　jo黛oreruの強謁彫。
　　　へhjo：gekajaru　（ふざける）
〔p．24〕　この形は申年以上の入が使用する。（若い世代はjONdaraである。）ほかに
ko：da　（噛んだ）
to：de　（飛んで）
o：da　　（編んだ）
などがある。
〔P，25〕　sijoqturo：は，若い世代ならsijoqtaro：
〔p．25〕　makot◎とも。男女を間わず，土佐人同士の会話によく現れる副詞。これも土
佐人が強調的に物を言おうとする傾向の反映である。
〔p．26〕　±佐で｝まsjo：ju：と，　endingを引き音にするのが剛般。
　　　　　　　　　　　　　　　　一一4エ…L、
｛32）　〔p．33〕　普通はurusaiが現われるべきところ。
（331　〔P．39〕　Zがdに近くきこえる。
　この会認ヒは．over！apがしばしばあらわれる。意気投合した者同志が話をしてy｝て，話
　が調子に桑って来るとこうした現象をおこすのは，むしろ自然の行き方かも知れない。、、
（補　注）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
　＊〔p．21）　　「お婬ちゃん」は，四つがな識別の上から言煮、ば，〔od30：t∫an）とee．・
　音すべきだが，大概の土佐人が〔03◎：t∫an〕と発音している。識別例外語の一つ。
一42一
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